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日本 で 日本語 教 育 とい う場合,一 般 に実 用 とな る 日本 語能 力 を与 え る ことを意

味 す る。 目指 す と ころ は一般 教 育 に おけ る外 国語教 育 の場 合 とは異 な る ものが あ

るb外 国 の 日本 語 教 育 も一般 教 養 科 目と して 行 なわ れ るこ とは ま れ で,多 くは専

門的 日本 研究 を 目的 と して い るの で実 用 を 目指 してい る。 ただそ の実 用の 意味 に

読 解 を主 とす るか,そ れ に伴 っ て会話 能 力 まで も含 ませ る か どうか の違 いが あ る。

これ 蜜 で見 て き た ヨー ロ ッパ,イ ギ1}ス の各大 学 と も,会 話 能 力 を無 視 レてい る

わけ では な いが,教 育条 件 に よって 読 解能 力に重 点が おかれ る。 学 制 に よって限

られ た年限 内 に専 門教 育 と して の 日本研 究 の学 習 を`応 終 えさせ るた め に,専 門

分野 の読 解能 力 を 目標 と した カ リキ 哉 ラムが組 まれ る とい うわけ で ある。

その 結果,読 解 教 材 には急 煩斜 の 段 階づ け が なされ る。 語研 の(日 本 国 内の と

言 って もいい)日 本 語教 育 で言 えば,中 級 を とぱ して,上 級 に取 り組 む と、慰え ぱ

いい。 わ れ われ(日 本 国内)の 中級 教 材 は専 門的 読解 には いる前 の 準備 段 階 と し

七,全 般 的 な 日本 語 能 力 で呪 め る 目的 で編 まれ てむ り,内 容 の点 で は専 門 分野 と

直接 に は係 わ ウの ない ものが 多い。

この中級 段 階 を抜 い て,内 容 的 に 高度 の もの を教 材 と して使 用 す る授 業 が,母

国語 を使 って行 なわ れ る。語 句 や 文の言 いか え が既 習語 で で き る場合 は 日本語 で

な され るが,文 の 解 釈、 内容 の解 説 は母 国語 で与 え られ る。 学生 には 口頭 翻訳 が

課 せ られ る。 学 生 に で き ない と き,教 師 が翻 訳 す るとい う 工うに して授 業 が進 め

られ るの が一般 的 の ようで あ る。 学 生 は 予習 と して,新 出語 句 を抜 き出 し,辞 書

に よって読 み 方 と対訳 を調 べて 来てい る。 多 くの場 合,教 師 に こ る予備 的 提示 は

与 え られ ない。 した が って学 生 は漢 字,熟 語 の読み 方 か ら調 ぺ なけ れ ばた らない。

Ne拍onの 漢英 辞典 と研究 社 の和 英 大辞 典 が よ く使 われ る。 どの学生 も少 な くと

もこれだ け の準 備 を して ノー トに書 き留 めて くる と見 た。 予 習 しない で来 た ので

は全然理 解 で き ない授 業 が行 なわれ るの で あ る。 教 師 の与 え る翻 訳 は必 ず しも文
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章 全 体 を訳 す の では ない。 学生 の で き ない部 分 を補 って は次 へ進 む。 全 訳 をす る

ときには・正 常 な母 国語 の文 とい う よ りも,日 本 語 の構 造が理 解 しやす い ような形

で与 え られ る。 テ キス トと して使 用す るプ リン トが・時 間の は じめ に配 られ て,

す ぐに授 業 にはい る とい う"u亘5eentext"の 時 問 も必 ず 設け られ て い る。

教 材 内容 の解説 は 母国語 で くわ しくなされ るDこ れ ま で に与 え られ た 関連 的事

項 に つ い て,学 生 は よ(覚 え てい る。 日本 語 の授業 以外 の母国 語 に よる 日本 の歴

史 ・政治 ・経 済 。社 会 な どにつ い ての講 義 で得 た知 識 が 日本語 理 解 の助 げ に なっ

てい る よ うで ある。 学生 の母 国 語 を使 って教 え る とい うこ と も,教 師 と学生 の母

国語 が共 通 で しか も(こ れ が大 切 な こ とだ が)教 師 が 日本 語 につ い て深 い造詣 を

持 つ 場合,読 解 。翻 訳 に関 す る隈 り,効 果 を あげ る こ とが で き る と見え る。

授業 は,決 して か ゆい 所へ 手 の 届 くよ うな もので は な く,学 生 自身の努 力 が足

りな けれ ぱ到底 つ いてい け ない と、思わ れ る きび しい や り方 で あ る。 この 点が一 般

教 育 と して の外 国語 と異 な る点 で あう うQ日 本 語 ない し日本 研 究 を専攻 と して選

ん だ学 生 に とって は 臼本語 が 最 も重 要 な科 目で・ちり,し か も・ 日本 語学 習 の困難

な こ とは 承 知 の上 で あるか ら,努 力 を要 す るの は当然 の こ と と心得 てい る。 いか

に努 力 して も及 ば なレ・とオ)かれ ぱ,方 向転 喚 を計 らなrすれ ぱ な らない・ そ一もそ も

.大 学教 育 とい う ものが,特 に選 ぽれ た もの のみ を対 象 と してい る国 々で あ るか ら,

困難 を強 い る教 師 も,そ れ を克 服 しよ う とす る学 生 も,し ご く当然 の こと と考 え

て い るo

しか し・ 日本 語教 育改善 の 努 力が払 われ てい ない わげ で は決 して ない。 学 習 を

容 易 に行 なわせ よ うとい う方 向 に では な くて,よ り短期 間 に,よ 塑高度 の 目標 に

到 達 させ る とい う方 向 に努 力が 向け られ て い る。

一57一


